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第１章 はじめに 
 

 この章では、本研究の背景、目的について述べる。 

 

（※文責：佐藤拓） 

 

1.1 背景 
 

2023年2月5日に札幌市内で行われた札幌市博物館活動センター主催の学芸員によるトークイベ

ント［１］に参加した。このトークイベントで登場した薄別層について研究価値があると感じたことが研究

のきっかけである。学芸員は薄別層について「札幌市内最古の地層で中生代のものだとされている

が、過去の調査事例が少なく根拠は薄い。さらに、生物化石が見つかっていない地層である。」と紹

介していた。当時、高校の探究活動で地質調査や化石発掘をしたいと思っていたため、薄別層に

ついて研究することにした。薄別層に関する文献を改めて確認したところ報告数は少なく、主要な報

告書は古い時期のもの［２］であったことから研究の余地があると考えた。 

 

（※文責：佐藤拓） 

 

1.2 研究目的 
 

 研究目的は薄別層の年代推定と古環境復元である。薄別層は長年、中生代の地層と考えられて

きた。しかし、放射年代測定や示準化石の発見などの具体的な根拠はみられない。また、古環境復

元も過去の文献を見る限り、行われていないと考えられる。両方で成果が出れば、札幌市や北海道

の地質研究に大きく貢献することができる。2023年度は活動時間の都合上、古環境復元のみを試

みた。 

 

（※文責：佐藤拓） 
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第２章 薄別層について 
 

2.1 薄別層の地質概説 
 

 薄別層は札幌市南区定山渓薄別橋周辺に分布する地層である。黒色の粘板岩（泥岩）と灰色の

細粒砂岩で構成される砂岩粘板岩（泥岩）互層が見られる［３］［４］（図１）。この砂岩粘板岩（泥岩）互層

が渡島帯の松前層群の地層と酷似しているという指摘がある［４］。薄別層も松前層群と同様に渡島帯

の一部である［５］と推測されてきた。松前層群では中生代の化石が発見されている［６］ことから、薄別

層も中生代に形成された地層であると長年考えられてきた［７］。 

 

（※文責：佐藤拓） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 薄別層の構造（参考文献［4］より転載） 

 

2.2 渡島帯 
 

 北海道は主に４つの地質構造帯に区分される［８］（図２）。その中で最も西に位置している地質構造

帯が渡島帯である。砂岩、泥岩、チャート、緑色岩類、石灰岩などからなる中・古生界（古生代と中

生代を示す地層）とそれらをつらぬく前期白亜紀の花こう岩からなる［９］。中・古生界は、1958年に橋

本亘が包括的に松前層群と命名した［９］。 

 

（※文責：佐藤拓） 
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図2 北海道の地質構造帯（参考文献［8］より転載） 

 

2.3 松前層群 
 

 1958年に橋本亘氏が命名。1972年、渡島半島南部においてその西側に分布する古生代の化石

を含む地層として再定義された［９］。しかし、のちに三畳紀のコノドント（脊椎動物無顎類の一部）やジ

ュラ紀の放散虫（プランクトン）など中生代の化石の産出が報告されている［６］。 

 松前層群が分布する一部の地域では褶曲および断層が著しく発達している［６］。陸源性の泥岩、

砂岩と海洋プレート起源性の石灰岩、チャート、緑色岩類から構成されている［１０］。これらの特徴は

一般的に付加体でみられる。 

 

（※文責：佐藤拓） 

 

2.4 付加体 
 

 海のプレートの表面には海嶺でできた玄武岩、遠洋深海の堆積物、そして陸源性砕屑物（砂岩や

礫岩）の３種の岩石・地層が順に重なっている。これを海洋プレート層序という［１１］（図３）。これらの岩

石・地層が、海溝で海のプレートからはがされ、陸のプレートの先端に付加されたものが付加体であ

る［１１］。 

 海のプレートの上に累重した海洋プレート層序は、海溝で陸のプレートの下に沈み込むとき、海の

プレートからはぎとられ、陸のプレートへ付加されてゆく［１２］。その結果、付加体には褶曲などの複雑

な構造が形成される［１２］（図４）。 

 

（※文責：佐藤拓） 
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図3 海洋プレート層序の形成過程（参考文献［11］より転載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4 付加体のできる様子（参考文献［12］より転載） 
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第３章 現地調査 
 

3.1 方法 
 

 2023年7月16日、薄別層が露出する定山渓薄別橋付近において現地調査を行った。薄別橋は札

幌市中心部、大通公園から車で約1時間ほどの場所にある（図５）。図６より薄別川沿いの赤点（N42.

945258 E141.133130）から青点（N42.945778 E141.134113）の範囲を露頭約100mにおいて調査をし

た。岩相及び地層に表れる堆積構造や地質構造を観察し、岩石を採取した。 

 

（※文責：佐藤拓） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5 調査地および調査地周辺の地図（参考文献［13］より転載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6 調査範囲（参考文献［13］より転載） 
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図7 現地調査の様子（参考文献［14］より転載） 

 

3.2 結果 
 

 私達が調査した範囲（図8）は褶曲が激しく、走行と傾斜が一定ではなかった。 

（N42.945741 E141.134019）において、砂岩泥岩互層を確認した。また、（N42.945637 E141.13388

9）において、先行研究に記載がないと思われる黒色の堆積岩の薄層を確認した（図9）。この薄層を

より詳細に研究するために、そこから岩石を採取した（図10）。また、本調査で生物化石は見つかっ

ていない。 

 

（※文責：佐藤拓） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8 調査地の露頭の状況 
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図9 黒色の堆積岩の薄層 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図10 黒色の薄層から採取した岩石 

 

3.3 考察 
 

 先行研究でも薄別層には褶曲が見られるとの記述があったが［２］、私達の調査でも同様に激しい褶

曲が見られた。なお、走行・傾斜が一定せず、地質柱状図の作成は困難だと判断した。付加体は付

加されるときに大きな圧力を受け、褶曲などの非常に複雑な構造が形成される［１２］。よって、薄別層

も付加体の可能性があると考えられる。 

 

（※文責：佐藤拓） 
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第４章 採取した岩石の特定 
 

4.1 方法 
 

 私達は、採取した黒色の岩石を構成粒子の形状と大きさから特定することにした。以下の手順で

岩石薄片を作成した。 

 

1. 採取した岩石の角をハンマーなどで削り取るように割り、平らな面がある岩石を選ぶ 

2. 電動ろくろ上で研磨剤と水を混ぜ合わせ、ペースト状にする 

3. 1で選んだ岩石片の表面を研磨する 

4. 岩石片の表面が平らになったら、スライドガラスと接着させる 

5. 岩石片の裏面を研磨する（図１１） 

6. 厚さが２mmほどになったら、紙やすりで研磨していく 

7. 顕微鏡で構成粒子が確認できれば、完成 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

図11 岩石薄片作成の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図12 作成した岩石薄片 
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 透過型光学顕微鏡で構成粒子の形状、ミクロメーターで大きさを測定した。 

 

（※文責：佐藤拓） 

 

4.2 結果 
 

 黒色の岩石の構成粒子の形は丸みを帯びており、大きさは約0.03mmであった。また、この岩石中

には微細な薄黄色の鉱物が含まれていた。 

 

（※文責：佐藤拓） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図13 構成粒子 

 

4.3 考察 
 

 泥岩の構成粒子は丸みを帯び、大きさは0.06mm以下と定義されていることから黒色の岩石が泥岩

であることが判明した。先行研究［１５］では有機物が分解されず、海底にヘドロとして残り、有機質を含

む黒色の泥岩が生成されると記されている。よって、私達は、黒色の堆積岩を黒色有機質泥岩であ

ると考えた。 

 

（※文責：佐藤拓） 
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第５章 薄黄色の鉱物の特定 
 

 私達は外見の色から、この鉱物が自然金、黄銅鉱、黄鉄鉱のいずれかであると推測した［１６］。以上

の3つの鉱物のうちいずれであるかを特定する方法として、私達は条痕とモース硬度を用いた。 

 
（※文責：佐藤拓） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図14 薄黄色の鉱物 

 

5.1 条痕 
 

 鉱物の色は様々な要因で、同じ鉱物でも違った色に見えることがある。しかし、鉱物を粉末にした

ときには、そういった変化が消えるため、鉱物鑑定の重要な要素になる。 

 

（※文責：佐藤拓） 

 

5.1.1 方法 
 

 薄黄色の鉱物を岩石から削り出した。次に、削り出した鉱物を素焼きの板にピンセットでこすり、板

についた条痕色を観察した。実際は専用の磁器製条痕板を使用するが、素焼きの植木鉢で代用し

た。 

 

（※文責：佐藤拓） 
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図15 条痕実験の様子 

 

 

 

 5.1.2 結果 
 

  薄黄色の鉱物は、黒色の条痕を示した。 

 

（※文責：佐藤拓） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図16 黒色の条痕 

 

5.1.3 考察 
 

 自然金は黄色、黄銅鉱は緑黒色、黄鉄鉱は黒色の条痕色を示す［１７］。よって、薄黄色の鉱物が黄

鉄鉱であると考えられる。 

 

（※文責：佐藤拓） 
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5.2 モース硬度 
 

 鉱物を引っかいたときの硬さで、モース硬度という基準が用いられている。これは 基準の硬さの鉱

物により、硬度を1〜10までの10段階に分けて、未知の鉱物との硬さの比較をして硬度を決めるもの

である。 

 

（※参考文献［１８］より引用） 

 

5.2.1 方法 
 

 岩石に付着している薄黄色の鉱物を双眼実体顕微鏡を用いて観察し、鉄釘（こびょう25mm太さ0.9

mm、YAHATA）で鉱物をこすり、傷がつくかを観察した。 

 

（※文責：佐藤拓） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図17  鉄釘でこする様子 

 

5.2.2 結果 
 

 薄黄色の鉱物は、鉄釘で傷はつかなかった。 

 

（※文責：佐藤拓） 

 

5.2.3 考察 
 

 モース硬度については、自然金が３、黄銅鉱が3.5、黄鉄鉱が6.5である［16］。これらを考慮すると、

薄黄色の鉱物は黄鉄鉱であると考えられる。 

（※文責：佐藤拓） 
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第６章 全体考察 
 

 現地調査及び実験から判明したことをまとめると以下のようになる。 

 

● 現地調査で、黒色の薄層を新たに発見 

● 実験の結果から、黒色の堆積岩を黒色有機質泥岩と特定 

● 条痕とモース硬度の結果から薄黄色の鉱物が黄鉄鉱だと判明 

 

 私達は黄鉄鉱と黒色有機質泥岩の組み合わせから、黒色の薄層は無酸素の海底で堆積し、堆積した

当時の気候は比較的温暖であったと推測した。このように推測した根拠を先行研究をもとに説明する。 

 

（※文責：佐藤拓） 

 

6.1 薄別層の黒色泥岩層の堆積環境 
 

 海中の酸素が無くなり、分解者を含む多くの生物が死に絶えると有機物が海の底にたまり、ヘドロ

となって残った結果、黒色有機質泥岩が生成されたと考えられている［１５］。また、海底の泥の中など

酸素のない場所で、海水中に含まれる硫酸イオンが硫酸還元バクテリアの働きで硫化水素（H2S）と

なり、それが鉄イオンと置換され、黄鉄鉱などの鉱物を含む硫化鉄（FeS2）が生成されたと考えられて

いる［１９］。以上より、今回発見した黄鉄鉱を含む黒色有機質泥岩は、無酸素の海底でつくられたと言

うことができる。これまで明確に示されてこなかった薄別層が形成された環境が、本研究により初め

て無酸素の海底下であったことが示された。 

 

（※文責：佐藤拓） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図18 黒色有機質泥岩と黄鉄鉱の生成過程 
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6.2 古気候 
 

 海底が無酸素になる原因として、先行研究では海洋無酸素事変との関連が指摘されている［２０］。

海洋無酸素事変の発生には、極域の海洋で発生する熱塩循環が関係する。まず、熱塩循環につい

て説明をする。 

 

（※文責：佐藤拓） 

 

6.2.1 熱塩循環 
 

 冬に極域の海洋が冷やされ、海水のうち純水が氷になる。その結果、表層海水の塩分濃度が高く

なり、密度が大きくなるため、酸素を含む表層海水は海底へ沈下する。沈下した表層海水に含まれ

る酸素は海流とともに世界の海洋へ広がっていく。この一連の流れを熱塩循環という（図１９）。 

 

（※文責：佐藤拓） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図19 現在の海洋における熱塩循環（参考文献［21］より転載） 

 

6.2.2 海洋無酸素事変 
 

 地球が温暖な気候になると、氷ができない。氷ができないと、表層と海底の塩分濃度に差が生じず、

表層海水が沈下しないので熱塩循環が発生しない。したがって、海底に酸素を運ぶ手段がなくなり

海洋が無酸素状態になる。このことを海洋無酸素事変という。 

 
（※文責：佐藤拓） 

 

6.3 結論 
 

 私達は、薄別層において黄鉄鉱を含む黒色有機質泥岩を初めて発見した。また、堆積環境が無

酸素の海底であった可能性を指摘することができた。さらに、堆積時は海洋無酸素事変が発生する

ほど温暖な気候であった可能性も指摘することができた。 

（※文責：佐藤拓） 
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第７章 展望 
 

 古環境をより詳細に復元する手がかりや、生物化石の有無を調べたい。 

 この章では本研究で取り組むことのできなかった年代推定と2023年11月4日に行った2回目の現地

調査について述べる。 

 

（※文責：佐藤拓） 

 

7.1 年代推定 
 

 地層の年代推定及び年代測定法には様々な方法がある。だが、今回は高校の実験室でも取り組

むことが可能な微化石抽出による年代測定について取り上げる。 

 

（※文責：佐藤拓） 

 

7.1.1 微化石 
 

 化石は、大きさにより大型化石、微化石、超微化石などに区分される。厳密な定義があるわけでは

ないが、一般に数十μmから数mmの大きさのものを微化石と呼ぶ。微化石には、生物の体そのもの

の体化石、コノドントや魚の鱗のように生物のある部分だけが残る部分化石の2種類がある。微化石

を含む岩石は主に石灰岩、チャート、シルト岩、珪藻土がある。 

 

（※参考文献［22］を一部改変） 

 

7.1.2 微化石抽出方法 
 

 微化石の抽出方法は図20のような過程で行われる。図中の過酸化水素水法、硫酸ナトリウム・ナフ

サ法、分割法について述べる。 

 

（※文責：佐藤拓） 
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図20 微化石抽出の過程（参考文献［22］より転載） 

 

7.1.3 過酸化水素水法 
 

 過酸化水素水法は一度水洗いしたものを、大きめのビーカーなどに移して5〜10％程度の過酸化

水素水を加えて発泡するときの力で内部から壊す方法。発泡がおさまった後もかたまりが残っている

ようであれば、沸騰させ、完全に軟化させる。 

 

（※参考文献［22］より一部改変） 
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図21 過酸化水素水法（参考文献［22］より転載） 

 

7.1.4 硫酸ナトリウム・ナフサ法 
 

 この方法は、硫酸ナトリウム法で処理をした試料にさらにナフサ法で処理を重ねる方法。弱〜中程

度に固結した泥質石に対して用いられる最も一般的な方法だが、硫酸ナトリウム法単独でも、ナフサ

法単独でも有効だ。 

 硫酸ナトリウム法は、まず熱湯に硫酸ナトリウムを溶かしてさらに沸騰させて飽和溶液をつくり、これ

を金属碗に入れた乾燥試料にかけて充分しみ込ませる。余分な溶液はろ紙でこし取り、ろ紙上の残

液は金属碗に戻す。これを数日放置して乾燥させると、硫酸ナトリウムの結晶が成長するときの圧力

で、母岩が内部から破壊される。これに熱湯をかけて沸騰させ硫酸ナトリウムを溶かした後、ふるい

上で水洗いするが、かたまりが残っていることが多いため、乾燥させてナフサ法で再度処理をする。 

 ナフサ法は、まず大きめのビーカーに入れた乾燥試料にナフサを充分にしみ込ませ、余分なナフ

サをろ紙でこし取る。次に熱湯を入れ、さらに沸騰させる。試料中にしみ込んだナフサが激しく気化

するが、このときの圧力で試料が粉砕される。また、このとき化石の表面に付着した汚れも取れるの

で効果的だ。1〜2時間ほどでナフサのにおいがしなくなるため、加熱を止めて水洗いする。 

 

（※参考文献［22］より一部改変） 
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7.1.5 試料の分割 
 

 上記の方法で抽出した試料を乾燥させ、貝形虫群集の種構成が保たれるような方法で二分割を

繰り返す。このような分割法は、貝形虫に限らず、群集として微化石を研究する際には欠かせない

方法になる。こうして分割した試料は薬包紙に包み保存する。 

 

（※参考文献［22］より一部改変） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図22 分割法（参考文献［22］より転載） 

 

7.2 2023年11月4日の現地調査について 
 

 2023年11月4日に2回目の現地調査を行った。本研究の調査地よりも下流側で調査を行った。目

視のみではあるが、先行研究に記載が見られないであろう地質構造を確認できた。現在（2024年4

月時点）、本校サイエンス部でこの調査で採取した岩石を分析している。 

 

（※文責：佐藤拓） 
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第８章 発表報告 
 

8.1 校内発表会 
 

 2023年12月6日にSDS探求成果発表会が行われた。形式としてはスライドを用いて発表を行い、そ

の後に質疑応答が行われるという流れであった。 

 本研究は10分程度のプレゼンテーションを行い、5分程度の質疑応答を行った。 

 

（※文責：佐藤拓） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図23 校内発表会の様子 

 

8.2 外部発表の報告 
 

 本研究は活動時間を増やすために、本校サイエンス部でもグループを設けて研究をしてきた。そ

のため、本研究はサイエンス部として1件、SDS探求として1件の合わせて2件の外部発表に参加し

た。 

 

（※文責：佐藤拓） 

 

8.2.1 第62回全道高等学校・理科研究発表大会 
 

 2023年10月12日から10月13日にかけて行われた。形式としては口頭発表部門とポスター発表部

門があり、本研究は地学部門の口頭発表部門で出場した。 

 結果は、総合賞に次ぐ奨励賞だった。 

 

（※文責：佐藤拓） 
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8.2.2 つくばサイエンスエッジ2024 
 

 2024年3月28日から3月29日にかけて行われた。形式としてはオーラルプレゼンテーション、サテラ

イトプレゼンテーション、ブースポスタープレゼンテーション、フロアポスタープレゼンテーションがあ

り、本研究はフロアポスタープレゼンテーションで出場した。 

 

（※文責：佐藤拓） 
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第９章 終わりに 
 

9.1 本研究における個人の感想 
 

9.1.1 佐藤拓 
 

 私は本研究を通して地学（特に地質学）の素晴らしさを知った。本研究の醍醐味である黄鉄鉱を

含む黒色有機質泥岩は素人が見れば、ただのキラキラした黒っぽい岩石にしか見えない。だが、岩

石薄片の作成、条痕、モース硬度...といったあらゆる手法を使えば、その岩石の正体がわかり、形

成されたときの環境まで判明する。岩石一つで膨大な情報量を私達は理解することができる。もちろ

ん、岩石だけではない。岩石を採取することができる「地層」からも環境などを知ることができる。 

 薄別層はまだまだ謎が多い地層だ。これまであまり調査されてこなかったため、私達が調査に行け

ば行くほど新しい発見をすることができる。札幌、そして北海道の地質を理解する上で薄別層研究

は大変意義のあることだと思う。だから、あと3年は続いてほしい。 

 

（※文責：佐藤拓） 

 

9.1.2 岩永仁吉 
 

 私にとって「札幌市南区に分布する薄別層の古環境復元」は初めてとなる本格的な研究であっ

た。結果としては薄別層における堆積環境を特定することができ、十分な成果を得られて、非常に

満足しているのだが、本研究の着手段階では私は不安な気持ちでいっぱいであった。実は、元々

「骨格から見る恐竜と鳥類の関係」というテーマで研究する予定だったのだが、それを変更して本研

究を行っている。当時、私はそれほど地学に関する知識がなく、生物学が好きで、それとの関連があ

ると思ってその研究を選んだため、研究テーマが変更されて、現地に行って発掘調査を行うつもりで

あると聞かされた際にはとても驚いたし、やったことのないことに不安を覚えた。 

しかし、調査当日。見たことない山の壁面、入ったことのない川の中、触れたことのない白っぽい鉱

物を含んだ岩石などによって今までの杞憂は吹き飛んだ。ひとめでは何か分からないものでも、もし

かしたら何かこの地層を解析するための鍵になるのではないかと思うとすべてをバッグに入れたくな

った。友達との調査はとても楽しいものであったが、人の入らないような草むらをかき分けていくのは

大変であった。 

そうして採取した岩石を薄片にするのだが、これが大変であった。分厚い岩石を光が通るまで薄くす

るのだが、専門的な研磨機がないためとても時間がかかった。また、調査した層の柱状図の作成に

も挑戦しようとしたが、激しい褶曲が起こっているため、柱状図の作成がとても困難であると判断され

たため、作成は断念した。そのような苦労を重ねながらも、最終的に研究成果をあげるとともに、その

内容を学校の説明会で発表するためのスライドが完成した。 

発表会当日は、いつもおこなっていた発表練習と違う張り詰めた空気であり、とても緊張してしまっ

た。一回、次のスライドの表示するタイミングをミスしてしまったのだが、発表前にミスをしても焦らな
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いようにすると肝に銘じていたため、進行を遅らすような大事には至らなかった。しかし、今後は大勢

の人の前で研究を発表する機会も増えるため落ち着いて発表を行えるようになりたい。 

今回の研究を通して、私は研究を行う大変さと、仲間と研究することの大切さを学んだ。私が普段行

う「勉強」というのは、ある情報源から知識や技能を得ることだが、今回の「研究」はなんの意味の持

たないものに意味付けを行い、それを皆に納得してもらうことである。この「皆に納得してもらう」のが

とても難しく、難しい専門的な内容を噛み砕いて説明したり、発想が飛躍しすぎていないかを確認す

るのにとても苦労した。このような苦境を乗り越えることができたのは共に研究を行った仲間のおかげ

だろう。私は高校では部活には入ってはいないので、このような大きな目標に向かって共に何かを

成し遂げるといった経験は少なかった。なので、様々な視点から物事をとらえる大切さ、苦手なことを

無理して行うのではなくそれを得意とする人に託すことが時として大事であること、なにより、仲間と

研究することの楽しさを、私は今回の研究から知ることができた。 

 

（※文責：岩永仁吉） 

 

9.1.3 木戸健人 
 

 今回の研究を通して僕は新しい発見の大切さと興味深さを強く感じた。これまでの先行研究では

札幌市南区にある薄別層は長年中生代の地層であるとされてきた。しかし今回の研究で私達は薄

別層において黄鉄鉱を含む黒色有機質泥岩を初めて発見した。この新しい発見はとても印象的だ

った。そこから結果として黒色の堆積岩を黒色有機質泥岩と特定した。さらに、岩石に含まれていた

薄黄色の鉱物が黄鉄鉱だと判明した。黒色有機質泥岩と黄鉄鉱の組み合わせから、私たちはこの

薄層が形成された当時の環境が、無酸素状態の海底であったと推測した。私は今回の研究で直接

現地調査に行けたことはないが、とても面白さを実感した。条痕とモース硬度の実験をしてその岩石

中の鉱物が黄鉄鉱であることが判明する事によってこの岩石が堆積した当時の環境がどのようなも

のあったのかを少しずつ判明させていくことでこれまで人々が考えてきたことを自分たちの研究が覆

すという研究の達成感と言うものを感じた。そしてこれまで当たり前に認識されていたことをもう一度

自分たちの目で再確認することで実際にはどうなっているのかを解き明かすことがどれだけ大切かも

感じることができた。僕はこの研究に関してはじめは心の底から興味を惹かれるというわけではなか

った。しかし研究のメンバーと日に日に研究を重ねていくことによって段々と僕のこの薄別層の詳細

と真実を解き明かすことへの興味が増していった。僕は直接的に研究に関して協力できたことはあま

りないが、メンバーと一緒にどのように研究を勧めたらいいのかや、どのように考えたらいいのかをサ

ポートするという形でこの研究に関して確実に協力することができた。また今回の実験を同じ研究メ

ンバーである佐藤拓と岩永仁吉と一緒に進めることができたことにとても感謝している。この研究にこ

の二人がいなかったらこのように大きな結果を出すことはできなかったと私自身強く感じる。実際に

私自身この研究に大きく貢献できなかったことはとても悔しく、申し訳無さも感じるが、本当にメンバ

ーの二人と研究できたこと、またこの研究に関してしっかりとした結果が出たことを嬉しく思う。また今

回の僕らの研究を今後引き継いでくれる人がいることにも感謝を感じる。今回の研究ではまだ明確

になっていない部分もあるため、今後の研究でそれらの不明確なことやまだまだ見つかってない物

の発見などをしてまだ謎がある薄別層についてどんどん迫っていき正体を暴くことへのロマンを感じ

る。このように研究とはまだ誰もわかっていないことや、疑問、謎に対して様々な視点からそれらを

段々と解き明かしていくことにとても醍醐味を感じる。私自身今回の研究を通して、この研究の醍醐

味を感じることができた。またそれらのことをただ一人で行うのではなく、大切なメンバーと一緒に行う
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ことで、人それぞれの意見を聞くことができ自分だけの視点に収まらず、広い視野でもの事をとらえ

ることがより可能になっていき今後の別の研究などの機会で今回の経験が大きく活かされることが可

能になって来ると私は思う。今回の研究はまだ年代測定までには至ることができていないので、そこ

は今後研究を受け継いでくれる人たちに託したいと思う。僕は今回のこの研究結果に対して少しで

も関わり貢献できたことについてとても誇りに思う。実際にこの世界にはまだまだ謎があるものが多く

存在するためそれらを広い視野で観察し、深くあきらめずに研究することで何かしら新しい発見や兆

しを見つけることができると思った。自分の興味のあることや身近にあり当たり前に感じるものを別の

視点から掘り下げていくことを私自身続けていきたいと感じることがこの研究を通してできた。そして

何事もあきらめずにがむしゃらにでも進んで行くという生きるうえでも大切なことを学ぶことができた。 

 

（※文責：木戸健人） 

 

9.2 謝辞 
 

 本研究を進めるにあたり、北海道博物館の成田敦史先生には、熱意あるご指導をいただきました。

心から感謝いたします。 

 

（※文責：佐藤拓） 
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